
                                2022.2.25 
ASK13          ２ 月 度 例 会 

日時：２０２２.２.２５（金）１４：３０～１６：３５  
場所：やまゆり A,B 会議室 
参加者（敬称略）：石澤、石田、井手、柿沼、金作、木村重、熊谷、澤田、砂原、新田、原田、細原、

地道、安谷、木村ひ、吉松（記）、 以上１６名  司会（地道） 

１．会長の挨拶 

２. 会員の近況報告   

   澤田、井手、熊谷の3名より報告を受けた。 

３．講演「星を楽しむ」 講師：伊藤 崇弘様 日食情報センター運営委員 

3-1、星を楽しむ引き出し 

   情緒的：夜空を眺める、学術的：天体観測・研究、趣味的：天体観望会・天体写真 

3-2、そもそも星の位置・場所がわからない 

  ・冬の星座：シリウスと冬の大三角、昴、オリオン大星雲 

  ・夏の星座：ペガ（おりひめ星）と夏の大三角 

  ・惑星の動き：場所は毎日変わる 

    普通の星(恒星)と違う特徴：惑星はチョット面積があるので瞬きがなく、明るい！ 

3-3、星の位置と季節 

   かわさき宙と緑の科学館（川崎市青少年科学館）生田緑地内 

   毎日のプラネタリウム投影（65歳以上無料） 

3-4、眺める・撮る 

   生田配水池展望広場、王禅寺見晴らし公園、王禅寺ふるさと公園など 

3-5、どこで見るか 

   星がよく見える近郊：富士山五合目、野辺山、伊豆達磨山など 

3-6、流星群の今年の見どころ（毎年同じ時期に見られる） 

   ８月１２日：ペルセウス座流星群、12月１４日：双子座流星群 

3-7、星祭り開催場所について 

3-8、撮影機材について 

3-9、オーロラ、日食体験などについて 

  「2035年 9月に北関東に皆既日食がある」それを見るまで元気で長生きしましょう❕ 

質疑応答 

・伊能忠敬の星を利用した三角測量について 

４．フリートーク(ASK13の今後について) 

・例会の開催について、できれば毎月何らかの催しをやってほしいとの意見も 

  ・例会は皆が参加してみようかなと思わせるようなテーマ、内容を期待 

  ・コロナが収まれば懇親会的なイベントもやっては 

・全体的に歳を取っていくので、会の運営方法も変えていかないといけないのでは 

・どんどん新しい、若い人に入ってもらい会を活性化していくことも 



・新規会員の受け入れは可能ですか？ 

・運営委員にあまり負担がかからないようなやり方が出来ないものか 

  ・分科会の案内は全員に出されますか？ 

５．次年度運営委員候補の紹介 

 小島、金作、井手、大出、熊谷 各氏 （正式には４月の総会で決定） 

６．次回は４／２２（金）に総会を開催します。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星を楽しむ引き出し 

星を楽しむ 

満月の大きさの違い 

２０３５年９月 皆既日食 

北関東で見ることが出来る 


